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　　分娩周辺期における母子の緊急医療の体制には地域に
・

　よる格差があることが期待され、その実態を把擢するこ

　　とが、地域に応じた有効適切な体制を確立する第一歩で

　あると考えられる。以上の考えにもとづき、大都市、中

　都市、小都市及び町村の一定地区の住民を選び、分娩の

　場所がどのようにして選ぱれ、選ばれた場所での分娩が

　　どの．ように行なわれ、それが新生児の状態にどのように

　関係するかを調査し・得られた結果を地区別・分娩の揚

　所別などに従って分析しようとした。

　　分娩周辺期における母子の緊急医療1こは、農山村や僻

　地離島に、特殊な間題が存在することは、じゅうぶんに

　予想されるが、これについては、尾村研究班の母子健康

　セソターを対象とする別の調査と、救急車の活動の側か

　らする調査にゆずることにする。

調査方法

調査の対象地区としては・大都市の例として東京都鳥

山地区・中都市の例として埼玉県川越市の吉野・大東、

福原、高階、霞関工一2，南古谷地区など市の周辺部1

小都市の例として長野県須坂市、農村の例として群馬県

の粕川村、笠懸村を選んだ。

　調査は、その地区内に居住するものの昭和45年9月か

ら46年6月までの分娩のうち・生後1週間の新生児の状

態が闘らかなものについて行ない、在胎29週以後に生ま

れたものであれぱ、死産であっても対象にした。調査の

項目は、別添の新生児の養護をよくするための調査の調

査票（第1図）に記されているとおりで、調査票は宮崎

と松島が立案し、尾村研究班の全員で検討して決定、俸

成した。

調査結果

　対象となった分娩によって得られた児の性別・住居の

性格、児の出生順位、分娩時の母の年齢を、1地区別に第

1表に掲げておく。性別で不明のものが多かったのは調

査票の不備によるものであるが、本調査では性別が大き

く関与する礁項はないと考えられ・性別による分析は計

画されておらなかったので・集計に支障があるとは考え

られない。群馬で住居の性格の項に不明の記載が多い

が、地区が農村であることを考えれば、それが一戸だて

の家屋であると考えて誤りはないであろう。

　第2表は父母の職業である。地域の性格の判断の資料

として掲げておくが、群馬において父が農業に従事する』

もの31．6％、母が農業に従事するもの27，8％であったの

が注目される。母の職業なしが鳥山で78．2％、川越で

77，1％であったのは都市の住居地区の性質を現わしてい

ると思われるし、須坂の57．1％は須坂が婦人労働の需要

が多い、農村工場地区であることから理解される。群馬

の56．3％は農村の実惰を考えると少なすぎるように思わ

れた。いずれにしても、この種の調査では、母の労働の

実情が明らかにされるような分類が望まれる。

　分娩場所及び分娩介助者を第3－1表に掲げる。自

宅・央の実家・ 要の実家のごとき、施設以外での分娩が

」109』
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新生児の養護をよくするための調査　　　　（昭和　　年　　月 日調査）

調査地区名 l　　　　　I矧 1　1．団　・
地　2，その他’

　　　児氏　名

（第子）1 父 歳i陣　　　　　歳
昭和 年　月　日生ll騨 i瞬業

L．　自　宅 1．生下時体重は（　　　）グラム
2，夫の実家（所在地　　　　　　　） 2．赤ちゃんに異常はなかった

（工） 3．妻の実家く所在地　　　　　　　） 3．赤ちゃんに異常があった

4，助産所 （異常があった場合は下の該当する
分 5．母子健康セソター 目に○頂をつけて下さい）

娩　場　所 6，診療所（開業医一入院20床未満の小医
　院）

．産　院
．病院の産婦人科．
．　その旭

（6）

ア．未熱児（低体重児）だった

、早産だった（予定より　　週間早か
　った

．仮死で生まれた　a生後　分位呼吸
　　　　　　　　　しなかった

施設名（4，～9．の場合）所在地

　　　　　）（　　　　　　）
生

　　　　　　　　　b仮死であった期
　　　　　　　　　間は不明
．うぶ声があがった後、酸素吸入や蘇

（2） 生術をうけた
分娩介助 皇，医　師　2．助産好　3，その他（　　 ） ま オ．お産のために赤ちゃんがけがを受け

1．簡便だから
．気がねがないから

れた た（その種類を賂的に　　〉

（3）

3・　自宅に看護の人手が得られないから4．　自宅に酒護の人手があるから

赤
カ．黄疸が強かった

，医師の治療を要するほどの出血があ

分娩場所 5，自宅に近レ｝から ち った

として上 6．夫の実家に近いから （メレナなど）

記の場所
選ばれ
主な理

7，妻の実家に近いから
．土地の習慣だから
．安全だから

やん ク．けいれんが起った

．嘔吐が強かった（治療を必要とする
程度）

（2つ以

選んで
かまい
せん）

皇O．　妊娠検診の結果医師や助産婦にすすめ

　られたから
1．経済的な理由で
2．知人にすすめられて9
3．緊急事態が起って予定以外の施設に入

の状態 コ、便がなかった（出生後24時間以上も）

．みかけ上の奇型があった
　（内容を記入して下さい　’）シ．　医師に病気と診断された　（病名　　）

った ス．双生児であった

14．　その他 セ・ ｛議朋解雛藻逸
（4）

1．妊嫌自身 （原因　　　　　　）
分娩場所

きめた
は主に

2．夫
，夫の実家

4，赤ちゃんに異常のあ？たとき、赤ちゃ
　んをどうしましたか

誰ですか
（2つ以

選んで
かまい
せん）

4．妻の実家
．医学上の必要上医晦や助産婦に指示さ　　　　　　　　、　　　　　

　　れて16．その他

ア．分娩した場所で処置した

　a他施設の医師の援助をうけた
b他施設の医師の援助をうけなかった
・他の施設に移遂した

良．　赤ちゃんは現在月齢　　カ月

　　’
嚇と一して上

1．　な　し

あ（　　　ア．母親に瑛故が起った

（7）

まれた

ちゃん

　　体重　　グラム　　（　　　月測憲）

．健康である
．異常のうたがいがあるといわれている

記の場所‘を選んで

後悔をし
たごとが

λ鍛イ・新生児に撒が起った　り　）　ウ．その他

イ．の新生児の事故の種幾については次の

6）に記入して下さい）「．

のその後

様子

生後3，4力丹ま

）

その内容（犀： 叢鰐鍛轟る

新生児瑚を過ぎて死亡した
　く カ月のとき）

　　　　　　（原因　　　　　　　）

㌧、魅 　　，、曳｝　　　、、∫■ーもr・．

＝其9＝
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第1表　性別、住居、出生児の出生順、母親の年齢

調査地区（総数）

対
象
児
数

住

居

児

母

の

年

齢

不

男

女

明

団　　　地

そ　の　他

不　　　明

第　五　子

第　2　子
第　3　子
第　4　子
記　ナ　シ

20

25

30

35

40

不

死

～　　19

～　　24

～　　29

～　　34

～　　39

～

明

亡

烏山　（163）

実　数

3Q5

285

14

145

44i

18

300

213

72

　7

L2

　1

L2夏

278

138

48

　3

i4

　1

％

50．5

47．2

2．3

24．0

73．0

3．0

49，7

35，3

u，9

1．1

2．O

0，2

20．0

46．0

22，8

7．9

0．5

2．3

0．2

川越（437）

突 数

2U
218

　8

12

423

　2

179

L77

71

　5

　5

％

48．3

49．9

1．8

2．7

96．8

FQ．5

4皇．0

40．5

16．2

1．2

1，2

　2

78

218，
112

2Q

　1

　6

O．5

17．8

49，9

25．6

4．6

0．2

1．4

須坂　（97〉

．実数

204

202

　0

86

320

　0

153

L68

74

　9

　2

　0

77

202

99

23

　L

　4

　0

％

50，2

49，8

21，2

78．8

37．7

41．4

18．2

2，2

0．5

19，0

49．7

24．4

5．7

0．～

！，O

群馬　（15β）

実　数

84

69

5

　7

n

亙40

55

62

24

5
12

4
40

76

21

6

1

更0

0

％

53．2

43．7

3．2

4，4

7．0

88．6

34，8

39，2

15．2

3，2

7．6

2．5

25．3

48．1

L3，3

3，8

0．6

6．3

合 計

実　数

804

774

27

　250
1，艮95

　隻60

687

620

241

26

3垂

　7

3L6

774

370

97

　6

34

　1

％

50．夏

48，2

聖．7

L5．5

74．5

10．0

42．8

38．6

15，0

1．7

1．9

0。4

19．7

48．2

23，直

6，0

0．4

2．1

0，1

各地区とも少なく、最商の須坂でも3．5％、合計で1．6％

であったことは最近の傾向を示していると思われた。

　母子健康セソターは助産所に含まれるべきものである

けれども、その公共性にかんがみ別に集計したが、川

越、須坂で0であったことは、その地区に母子健康セソ

ターが設置されていないのであるから当然で、群馬の

39．2％の如く、設置されてい為地区ではかなり利用され

ていることがわかる○

　産院における分娩は少なかったので、病院の産婦人科

に含ませることにし、診療所における分娩と病産院り分

娩ξを比較してみると烏山は、33．9％：63，6％、川越は

47、6％＝39・3％・、須坂は74・6％＝2L9％・群馬は48・8％

：15．8％である。診療所の助産の質が玉石混滑であるこ

とを墨えば・分娩周辺期の医学の一つの間題点と考ネら

れ多。純粋な、しかも医緬による助産施設である産院の

利用が合計で僅か1，2％であるのも問題であろう。

　分娩の介助者は分娩の場所によって、ある程度決まっ

てしまうので、分娩場所別にみた分娩の介助者を第3－

2表に掲げておく。施設外の分娩でも医繭が関与したも

の参7．7％、助産所豫び母子鯉康センターでも匿師が関

与したものが5，6％あったのに対して、診療所¢〉分雑で

医師が扱わなかったものが19．0％みられている。

　第4表は分娩施設を選んだ主な理由を示す。これは選

ぱれた施設と関連させて考えなければならないが、単純

な合計についていえば、安全の点から選んだものが一番

多く、24，9％であったのは当然のことであろう。次いで

自宅に近い、を目標に選んだものが2L2％であっ．た。 自

宅に看護の人手がないことを理由にしているものが8，8

％と比較的に多く、最近の礁情を示しているものといえ

る。緊急寓態がおこっ靴ために予定外の施設に入院した

ものは0．7％と数は少ないが、分娩周辺期の緊魯医療の

必要を示す寧実であろう．。

　妊婦検診の結果医師や助産婦にすすめられて分娩の場

所を選んだものは2，0％と少なく、妊婦指導の一段の飛

躍を希望させる寧実と思われるが、群馬だけは12，7％と

有意に多くなってヤ・る。

　第5－1～4表に、分娩の場所別、地域別の選択の理

由を掲げておくが、 ここでも群馬において、病産院で分

娩したものの36％が妊婦検診の結果、医師助産嬢にすす

められて、と しており、簗5－5表に示す産院及び病院

の分娩を選んだ理曲が・地域を考慮しない場合4・0％で

あるのに較べて有意に多いg

r坦一
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第2表　父母の職業

調　査　地　区（総数）
馴（163）1川越（437） 須坂　　（97） 群馬　（158） 合　　　計

実　数1％　1実　数1．％ 実数1％ 寧励1％ 虫謝喫％実数％ 実数 ％

父

の

職

業

母

の

職

業

専・　門

管　理
菰　務
販　売

、農　業
運　輸
技能，単純

サービス

その他
な　 し

不　 明

42　7・Q　　19　喚，3

6i．0　 20．5
368　　60．9　　　　　276　　63，2

46　　7．6　　　　15　　3．4

7　　1．2　　　　39　　8．9

21　　3，5　　、　　17　　3．9

74　　12．2　　　　　62　　14．2

26　　　4，3　　　　　　4　　　0．9

12　　 2，0　　　　　 2　　0．5

0　　　　0
2　　0．3　　　　 夏　　O．2

16　3，9

3　0．7

2正252．2
37　9．皇

28　6．9

24　5，9

73隻8．0

7　夏，7

3　0．7

1　0．2

2　0，5

専　門
管　 理

礁　務
販　 売

農　 業

技術，単純

サービス

その他
な　 し

不　 明

内　職

k2　2．0
0

19　3．2

n　1．8

皇　O．2

5　0．8

9　1．5

2　0．3

47278，2
7211．9

1　0．2

9
0

21

　

’45

2

2

1
337

10

2

2　1．3 79＋i5．O
　　　（死亡）
1　　0．6　　　　12　　0，7

47　　29．7　　　　　903　　56．3

L4　　8．9　　　　1L2　　7，0

50　　3K，6　　　　　124　　　7．7

L2　　7．6　　　　74　　4．6

26　　k6．5　　』　　235　　正4．6

21．3　392．4
0　　　　17　1．1
0　　　　i　o．11
3　正，9’　8　0．5

2．1　　　　　11　　　2．7

　　　0
4．8　　　　　31　　7．6　　　　　4　　2．5

1，8　　　　　　26　　　6，4　　　　　　9　　　5．7

10．3　　　　　55　　L3，5　　　　　44　　27．8

0，5　　　　40　　9．9　　　　 3　　夏．9

0，5　　　　　8　　　2．0　　　　　4　　2，5

0，2　　　　 皇　　O．2　　　　 1　　0．6

、77・1　23257・1　8956、3
2．3　　　 ・1　　0，2　　　　2　　1．3

0，5　　　　 1　、O，2　　　　2　　旦，3

32　2．O

　O
75　4．7

54　3，4

L45　9．0
50　3．1

．23夏・4

　5　0．3
夏，130　　70．4

85　5．3

　6　0．4
．第3－1表駆別。分脇所、頒鋤者

調査地区（総数）
烏山　（163） フ1腿（437） 須坂　（97） 群馬　（158） 合　　計

熱一実数1％ 実数1％ 実数匪 突数1％

分

娩
揚
所

自　　　　宅
夫　の　実　家
妻　の　実　家
助　　産　　所
母子健康センター
診　　療　　所
産　　　　院
病院の産婦人科

　3r、0．5

　0
　3　0，5
　7　圧．2

　2　0．3
　20533・9
　16　2．7
　36860．9

13　3．0
0

2　0．5

42　9．6
0

2084ン．6

4　0，9

16838，4

2　0．5
0
10P3・’

n　2，7
0

30374．6
、0

892し．9

2　皇．3
0
0

2　1．3

6239．2

6742．4
Q

2515．8

201，2、
0

6　0，4

6～3・9

64　4，0

78348，8
2　1．2

．65　40．5

医　　師　　’の　　み 382
63．2

277
63．4

10
2．5 71

45．0 740
46．L

助　産　婦　の　み 84
13．9

K24
28．4 正2 3．O　

64
40．5

284
17．7

分
そ1 　他　の　み 3 0．5 4 O．9 魅1 0．2 0 8 0．5

娩介 医師、　助産婦、　その他 ！ 1 夏4i 　0 143
8．9

助 医　師　と　助　産　婦

　師　と　そ　の　他

124
125 20．7

2025 6．O 164383

a
、94．3 2222

0
13．9

82

330
20．6
5．i

』助産婦とその他 0 1 ．O．2 O 0 i 0．1

不　　　　　　　　　明 10
！．7 5 1．1 0 1 0．6 16 L．

合 計 6・4
1・・，・レ436h。・1・1・r4・61艮・・1。1』3真6。1⑳。1 1，6。41E。。．。

一112一
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第3－2表　分娩場所別にみた分娩介助者

医　　　　　　　師
医師と助産婦、その他

助　　　産　　　婦

助産婦とその他
そ　　　の　　　他
不　　　　　　　　開

目宅および妻
の実家

実数1％
2

24

助産所、母子
健康セソター

実釧％
7．7．

92．3

7

U8

　1

5．6

93，6

0．8

診 療　所

実数1％
425

330

18

5
5

54．3

42，2

2，3

0．6

0．6

産院および病
院

実数1％
311

219

更24

3
u

46，7

32．7

i8．5

0．5

1．6

合 計

実数
740

556

284

　聖

　8

16

％

46．1

34．6

皇7．7

Q．1

0．5

1．0

第4表　分娩施設を選ん溝主な珪由

調査地者（総数）

1簡　便　だ　か　ら

2気カミねカミなレ、カ、ら

3　自宅に看護の人手がない

4　自宅に看護の人手がある

5自宅に近 い

6夫の実家に近い

7妻の実家に近い
8土　地　の　習　慣

9安　　　　　　　全
10妊検の結果医師・助産婦
　にすんめられた

11経　済　的　理　由

12知人にすすめられて
　緊急事態が起って予定以13

　外の施設に

L4そ　　　の　　　他

夏5不　　　　　　　明

烏山　（夏63）

実数
1％

川越　（437）

実・数

44　　7．3

29　　4．8

60　9．9

3　　0．5

270　44，7

18　　3，0

98　正6．2

2

229

u

25

98

7

50

1

0．3

37，9

更，8

4．里

16，2

K，2

8．3

0．2

39

32

78

6

122

14

62

皇

233

LO

8

46

6

15

皇

％

須坂　（97）

実数

8．9

7，3

17，8

L．4

27，9

3．2

【4，2

O．2

5313

2，3

i．8

皇0．5

皇，4

％

18　　4．4

L8　　4．4

34　　8．4

星 0．2

83　20．4

7　　1．7

33　　8．1

聖

8i

O．2

20．0

8　　2．0

3　　0．7

46　11．3

1 0．2

3．4　　　　　207　　51．0

O．2 2　　0，5

群馬　（158）

実数
11

19

40

％

0

36

9

11

2

58

20

28

5

3

8

k

合 計

実数

7．0

12，0

25，3

22．8

5．7

7．0

1．3

36．7

夏2．7

里7．7

3．2

k，9

5．1

0，6

112

98

2L2

10

5n

48

204

6

60里

49

64

195

17

280

5

％

4，6

4．1

8．8

0．4

2L．2

2’O

8．5，

O．2

24．9

2．O

2．7

8．【

0，7

H．6

0，2

　第6表には分娩施設を主として誰が選んだか、及び選

んだ施設に満足したか否かを示しておく。ここでも目だ

つことは群馬だけが・医学上の必要から選んだとするも

のが13．9％と、合計の2．4％に較べて多く、分娩の場所

を選んだことに後悔した割合が、合計の3．8％に対して

0と低し・ことである。

　医学上の必要で入院する場合は病産院が選ばれること

が多いと思われるが、これは第7－1～5表に開らか

で、群馬では病産院での分姫を選んだものの主体の40％

が保健指轟者となっており、 鳥山の3．5％、川越の4．8％1

須坂の0％に較べて、従って合計の3，1％に較べて著し

く高い。

　第8表は、分娩の場所別にその成果に満足したものと

不満をもったものの数及び％を示している。．施設外の分

焼で不満をもったものが0であるのは、例数が少ないこ

とも関係するかも知れない。助産所・母子健康セソター

の分娩には2．4％の、診療所の分娩には4，5％の、病産院

の分娩には3．4％の不満が認められ、その内容は表に掲

げるとうりであった。

　地域別の出生体重を第9表に掲げる。

　第10表には地域別、分娩場所別の出生体霊を示す。烏

山では施設外での低出生体重児の出生が見られていない
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日本総合愛育研究所紀要1　　第8藥’

第5一1表　分娩場所と選んだ理由 烏山の場合

1箭便だから

　気がねがない2
　から6　自宅に看護φ

　人手がない
4　自宅に震護の

　人手がある
5自宅に近い

　夫の実家に近
6い
7　妻の実家に近

　い
3土地の習慣

9安　　全　妊検の結果医
’の　師助産婦にす

　すめられた
n経済的理由
12知入にすすめ
　られて
・i3緊急事態が起
　って予定以外

rl4そ　の　他
15 不　　萌

饒卿実動、産所

実数

2

2

家

実数

皇

3

実数

O

2

2

O

防

量謬塵 診療－斎

28，6

28，6’

2　28，6

0

実数

342．9』 1

o
1

0
14．3

4　57．1

O

10

o

O

1

実数

L3

L4

17

1

ni

7

42

O

42

o

0

37

1

17

L

1露

産　饒病院の産婦
　　　　人科
実数　％　実数

6，3　　　　1　　6．3　　　30

6．8　　0　　　　童2

8．3　　　　！　　　6．3　　　35

0．5　　0　　　　　2

54．　　　　　4　　25．0　　　153

3．4’ 　！　　6．3　　　監0

20．5　　　　2　　皇2．5　　　50

　　　0　　　　　2
20．5　　　　11　　68．8　　　丑75

　　　1　6．3．10

　　　3Lき。8　16

18．0　318．8　57

0．5　　0　　　　　6

8，3　　　　2　12．5　　　　3i

O．5　　0　　　　 0

％実数1％

8．2　　　　7。3

3．3　　　　4，8

9．5　　　　9．9

0．5　　　0．5

4皇，6　　　　　　44．7

2．7　　　　3．0

13，6　　　　　　　艮6．2

0，5　　　　0，3

47．6　　　22 　　8ナ，9

2，ブ　　　11　　　里．8

4．3　　　　25　　　4．真

15．5　　　　9合　　16．2

1．6　　　　1．2

8．4　　　　8．3

　　　　0．2

第5－2表　分娩場所と選んだ理由　　　、川越市の場合

自　　　宅
妻の

家　．助　産　所　診　療　所 産院
病院の産婦人科

合　　計

実数1％

蛾蘇蹴 ％ 実数 実数1％ 実数1％
I　　　　I I　　　　I I　　　　　I 『　　　　　1 1 1 1

里簡便だから
2黛がねがないから
3　自宅に看護の人手がな

　い3　自宅に看護の人手があ

　る
5自宅に近い
6夫の実家に近い

7妻の実家に近い

8土地の習慣
9安　　　’　全
め妊検の結果医師助産婦
　にすすめられた

n経済的理由
L2　知くにすすめられて

13緊急事態が起って予定
　 以外の施設に

14そ　　の　　他

’15不　　　　　明

7’53，8

4　30，8

1　7．7

4　30．8

Q

O

O

O

’O

O

皇　7．7

0

6

0

i　7．7

9

10

1

里2

3

8

0

4

0

3

10

0

01

2．4

21，4

23，8

2．4

28．6

7は

19．O

9，5

7，1

23．8

2．4

13　6．2　　1

U　 5，3

33　15．9

1　0．5

7L　34．L

5　2；4

31　夏4．9

0

107　51．4

4　皇，9

0

24　n．5

3　1．4

8　3；8

0

kO．1

4，2

19，6

23．2

3』O

里2．5

7量．4

β．6

2．4

7．1

1．8・

3．6

39　8．ヴ

』32　7．3

78　i7．8

　6　1．4

12227．9

量4　3，2

62　i4，2

　1　0．2

23353．き

夏0　2．3

　8　1，8

46　10．5

る　星；4

15　3．4

　1　0，2
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　　　　　宮崎他：分娩周辺期における母子ゐ緊急医療に図する研究

第5－3表　分娩揚所と選んだ理由　　　　須坂市あ場合　』

1簡　便　だ　か　ら

2気バねがないか．ら
5　自宅に看護の人手がない

4　自宅に看護の人、手がある

5自宅に近い
6夫の実家に近い
7妻の実家に近い
8土　地　の　習　慣

9安　　　　　 全

　娃検の結果医師、助産婦に10
すすめられた

U経　済　的　理　由

12知人にすすめられて
　緊急番態が起って予定以外13

　の施設に

Mそ　　 の　　 他

15不　　　　　　明

自宅勘実家 助産所
実 数

2

第5－4表　分娩場所と選んだ理由

L簡　便　だ　か　ら

2気がねがないから
3　自宅に看護の人手がない

3　自宅に看護の人手がある

5自宅に近い
6夫の実家に近い
7妻の実家に近い
8土　地　の　習　慣

9安　　 　　　全
　妊検の結果医師、助産婦にヒ0

　すすめられて

U経済　的　理　由
12知人にすすめられて』
13緊急礁態が起って予定以外
　の施設に

Mそ　　の・　　他
臣5不　　　　肉

自宅

実数

1

実数

2

2

実数．

1

【

隻

0

4

0

2

0

0

0

0

0

0

4

0

％

9，

9．

診療所鷺の灘
実数 ％実数

1　　2
1

9．1

3

O

1

36．4　69
7

L8．2　
19

1

47

7

上

42

O

36，4　163

群馬県の場合

助産所

実 数

母子健康セ
ンタ 一・

実数

5

10

27

0

28

8

E

2

6

1

25

1

0

0

O

％、

8，1

L6．1

43．5

45．2

L2，9

1，6

3，2

9．7

正．6

40．3

！．6

2

％

4，0　　5　5．6

4．3　 4　4，5

6．6　　　12　　｝3，5

0．3　　0

22．8　　　　10　　皇皇．2

2．3　　0

6．3　　　　12　　13．5

0，3　　0

15．5　　 33　37，皇

2，3　　　 三　　1，1

0．3　　2　2．2

真3．9　　　　4　　　4．5

　　i1．1
53，8　　　 38　　42，7

0．7　　0

診療．所．

実数1 ％
　 ｝

4

6

n

O

7

7

O

6．0

9．0

夏6．4

LO．

19

LO，

4

5

4

0　　7

0　　9
5

2　　0

3　　5

病院の産婦
人科

実数

6　　0・

1　　5

露

4，0

8．0

8．0

4．O

12．O

48．0

36．O

4．O

4ib

合　 計

実数 ％

8　　4，4

8　　4．4

4　　8。4

K　　O．2

83　20．4

7　　1．7

33　自・1

1　、0・2

81　2Q、0

8　　2，0

3　　0．7

46　 11．3

1 　0．2

2Q7　　　　5L．0　　

2　　0，5

、倉　計

実数 1％

皇

9

0

0

36

91

n

5

2

2

2

8

0

8

5

3

8

L

7．o

夏2・O

25．3

2218

5．7

ケIQ

h3

36，7

12．7

汐。7

3乙2

L2

5．正

6．6
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　　　　　　日本総合愛育研究所紀要

第5－5表分娩場所と選んだ理由、　　、総　　計

第8集

／
／

皇簡便だか ら

2熱がねがないから
3自宅に看護の人手がない

4自宅に看護の人手がある

5自’宅に近い
6夫の爽家に近い
7妻の実家に近い

，8土地の習慣
19安　　　　 全

皇。・妊検の結果医師・助産鰍す

　すめられた

U経済 的理　由
12知人にすすめられて
13緊急察態が起って予定以外の
　施設に

Mそ　　の　　他
婚不　　　　　明

鵬藤羅毫レ蟹診療所
実数

7

6

8

4

正

4

3

1

1％実数r％器

26，9　　　　　　8　　　6．3　　　42　　　5．4

23．1　　　　　23　　i8．3　　　　44　　　5．6

30．8　 　　40　31．7　　81　！0，3

15．4　 10．8　30．4
　　46　　36．5　　　258　　33．0

　　11　　　8，7　　　　20　　　2．6

　　15　・11．9　　 99　 E2．6

　　21．6　10，！
3．8　　　　　U　　　8．7　　　236　　30．1

　　1　　0．8　　　21　　2，7

15，4　　　　　33　　26，2　　　　．2　　　0．3

　　13　 10，3　　105　 13，4

　　　　　？　0．9
11．5　　　　　　5　　　4．O　　　l94　　24．8

3．8　　　　　　4　0，5

『麟及隔合　計
1実数1％実数

55　　8，2　　112

25　3．7　98

83　　E2．4　　212

，20、3　10

207　　3Q壁9　　　5互艮

17　2．5　48

90　　夏3．4　　　204

3　0，4　
6

353　　52．7　　　601

274，0　49

25　3．7　64

77　　11，5　　　195

10　i．5　17

78　 止艮．6　　280

　　　5

％

7．0

6，1

艮3．2

0．6

31．8

3，0

i2．7

0，4

37．4

3．1

4，0

12．1

1．1

夏7．4

O．3

第6，表　分焼施設の選定者及が分娩施への意見

烏山　（163） 川越　（437）　須坂　（97） 群馬　（L58） 合　　　計

実数　％ 実　数 ％　実数　％ 実　数　　％ 突数1％
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l 1

　妊　婦　自　身
分　　1央娩

施夫　の　実　家設

の妻　め 笑　家
選

定、医 学上の必要者

　そ　　の　 他

　不　　　　明

50783．9－ 5280．5

Lプ028．1　10423，8

29　　　4，8　　　　　25　　　5．7

55　　 9．1　　　　　27　　6．2

17　　2．8　　　　　10　　2．3

91．5　40，9
20．3　 10．2

381　　93，8　　　　121　　76，6

37　　　9．皇　　　　　60　　38，0

12　　 3．0　　　　　38　　24，！

14　、3．4　　　　　 7　　4．4

0　　　 2213．9

8　　2．0　　　　　　里　　O．6

30．7　 10．6

1，36皇　　67，5

37皇夏8．4

正04　5．2

且035，1．

49　2．4

22　互．1

　7　0，3

幽
分な　　　し娩

場あ　　　り
所

垂糧聾鱗

か不　　　朋

56994．2

34　5，6

11／ili

1　0．2

41494．7

19　4，4

｛iに1

4　0．9

39898．0

8　2．O

l儀

0

豆5598．亙

0

3　1．9

夏p536　　95．7

6互　3．8

　｛ili

、8　0．5
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　　　　宮崎他：分娩周辺期における母子の緊急医療に関する研究

第了一1表　分娩施設の選定者と施設の種類

　　　　烏山の場合

妊　　　嫌

　夫
夫の実家
妻の’ ・家

医学上の必要

そ　の　他

不　　　明

自宅

実数

妻の
実家

実数

2

1

助産斎1震拶診療所
実数

％1実数 実数

85．7　　2

14．3

14．3

182

39

9

22

3

4

里

％

88．8

19．0

4，4

LO．7

真，5

2．O

Q．5

産　院
実数

14

4

0

1

夏

O

O

％

き7，5

25．O

6，3

6．3

病院あ産婦合計
人科

実数

298

126

皇9

30

13

5

L

％実剃％

81．0　　507　 83．9

34，2　　　正70　　28，i

5．2　　 29　　4．8

8．2　55　9．

3，5　　　 17　　 2，8

璽，4　　．9　　1，5

0．3　 2　0．3

第了一2表　分娩施設の選定者と施設の種類

　　　　川越市の場合

妊　　　　婦

　　夫
夫　の　実　家

妻　の　実　家

医学上の必要
そ　　の　 他

不　　　　明

自　宅
実数

u

2

里

O

o

1

0

鬼

84．6

15．4

7．7

7．7

妻の
実家

実数

1

里

助産所
実数

36

9

2

4

0

0

0

％

診療所
実数1％

産院

実数

85。7　　　166　　79．8

2L．4　 　49　　23．6

4，8　　　皇4　　6．7

9，5　　　i3　　 6，2

　　2　1．0

　　2　正．0

　　0

2

2

病院の産婦
人科

実数

136

44

8

8

8

0

1

％

81．Q

26．2

4．8

4，8

4，8

0．6

合　計

実数

352

104

25

27

10

4

更

％

80，5

23，8

5，フ

6．2

2．3

0．9

0．2

第了一3表　分娩施設の選定者と施設の種類

　　　　須坂市の場合

妊　　　婦

　夫
夫の実家
妻の実家
医学上の必要

そ　の　他

不　　．開

自　宅妻の実家助　産　所

実数
2

実数
1

夏

実数

n

O

O

2

0

0

0

％

』OO．0

18，2

診療所
実剃％

29皇96．0

23　7．6

7　2．3

6　2．0

0

4　1．3

2　0．7

病院の産婦
人科

実数

76

14

5

5

0

4

1

％

85，4

15．7

5，6

5．6

4．5

監．三

合　 計

実数
381

37

12

辺

0

8

3

％

93．8

9．1

3．0

3，4

2．0

0．7
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第了一4表　分娩施設の選定者と施設の種類

　　　　群馬県の場合

』第8集

妊　　　婦

　　夫

夫の実家
妻の奥家
医学上の必要

そ　の　他

不　　　明

自宅

実数

1助産所婁聾馳

隻数室数 1’劣

48

19

23

2

L

O

Q

77，4

30．6

37」

3，2

L．6

診療 所

実数

54

3L

n

2

11

0

1

12
80．6

46．3

i6．4

3，0

病院の産婦
人科　　合　計
実数

L7

8

4

2

16．4　10
0

％実数

里．5　 0

68，0　　12正

32．0　　60

K6，0　　38

8．0－ 7

40．0　　22

％

76．6

38，0

24．L

4．4

L3．9

0．6

0．6

第了一5表　分娩施設の選定者と施設の種類

　　　 総　 数

目宅及ぴ要の
家

助産所、母子
康セソター 診　療　所　産院及び病院 合 計

実数 ％ 実数 財 実数1・％実数 ％ 実数 ％

妊　　婦 　　自　　身 2i
80．8

104
82．5 693　88．5　　　543 8L．0 1，36L 84．8

夫 4
15．4

29
23．O 皇42　18．1　　　皇96 29．3 371

23．L

失 　の　　実　　家 1 3．8 26
20．6 4i　　5．2　　　　36 5．4 皇04 6．5

妻　　　の 　　実　　　家 2 7．7 10
7．9 43　　5，5　　　　48 7．2

103
6．4

医学上の必要、医師、助産婦
脂示されて

1 0．8 L6　　2，0　　　32 4．8 49
3．1

そ　　　　　の　　　　　他 3
U甲5 LO　　L，3　　　　9 1．3 22

1．4

不　　　　　　　　　　明 4　　0．5　　　　3 0．4 7 0．4

自宅及ぴ妻の

第8表分娩施設の種類と施設への不満

栖・
　レ
i正な　　　　し
2あ　　　　　り
．1　ア1母親に轟故が起った

　イ』新生児に礁故が起った

　　　ウ，そ　 の　 他

3不曳 　　i　・乙明

自宅及び妻の
実家

実 敬

』1熱埠．，隼数 ．合．計

．％

潔瓢璽診療所
実数

2610d．o

O

2β1．

里22

3

1

2

1

％実数 ％

96．8　 744

2．4　　35

旧i
O．8’ 　4

91：：

0．5

1．8

2．3

0．5

i26卜
1． 7ββ1

産院及び病院

実数1％

64496．1

23　3．4

Li｛il

・3 0．5

67・1
．

合　　計

実刎％
1，53695．7

　61．3．8

｝ll携

　8　0．5
．1，6・51
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宮崎他：分娩周辺期における母子の緊急医療に関する研究

第9表　地区別出生時体重

烏山　（163） 川越　（437） 須坂　　（97） 轟馬（L58） 合　　　計

実数協 実数1％ 実数1％ 爽釧％ 実　数 ％

～　夏，50Q

1，5Q1　～　 2，000

2，001　～　　2．5QO

2，501　～　　3，000

3iOO1　～　 3，5QO

3，50璽　～　　4，000

4卜oo1　～

不 明 2　　0．3　6　　1．40．2　　0，2　2　　L3

1畑
6．8

U　　O，7

第10－1表　分娩場所別隼下時体重（1） 烏山～川越市の場合、

自宅妻ρ実家助顔母ラ躯診蜥産院獲解合 計

実粥実数1％訓％蜘％釧膿歎1徽鋼実 数

烏

山

川

越

市

～1，500

1，501～21000

2，0Q皇～2ら500

2，501～3，000

3，00皇～3，500

3，501～4，000

4，001～

不 明

～1，5QO

1，501～2，QOO

2，QOL～2，500

2，50！～3，000

3，00生～3，500

3，50L～4シ㈱

4001～，

不 明

吏

2

O

7．7

538．5

6

O

1

46，L

7，7

1

1

1

1

2

1

3

1

3

12

17

10

7，1

28．6

2

40．5

23．8

1

4

19

59

85

32

4

皇

2

4

11

47

O．5　0

2，0　0

9．3　0

28，8　7

41．5　6

93

38

互5，6　3

2．O　O

0．5　0

1Q

3

し．O

1．9

5．3

22，6

44．7

18，3

4．8

1．4

㌧正

1

生

43．8

1

37．5

18．8

0

5

25

94

164

72

7

1

三

2

6

47

1：llト

雛卜

80

24

5

一3

0．3　　2

O．6

1，2

3．6

ll卜

艦il

1．8 6

．％

9．O

90．7

0．3

6．9

91．7

1，4

a）に対し1他地区では2～3例ずつ見られている。もっ

とも群馬では2，000ダ以下め家庭分娩は見られていな

いo

第工1表は地域別の分娩によって得られた新生児の異常

の有無と、異常があっ腫場合の内容を示す。；の箏実だ

けからも分娩周辺期の緊急医療の必要性が痛感され～そ

れがどのようなものであるべきかを顧してい資・畢

医療の内容は新生児の呼吸の確立・蘇生・循環動態の改
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第10－2表　分娩場所別生下時体重（2）　　　須坂市、群馬県の場合

灌轟霧合 計

実数1％勲％
　　　　　～．k，500

　　　1，501　～2，0DO
須

　　　2，001　～　2．500

　　　2，501　ん　3，000
坂

　　　3，001　～　3，50Q

　　　F3，50L～4，αゆ
市

　　　4，00L～

　　　不　　　　明

1 9．1

6　54．5

3　27，3

1　　9．1

0

　1

1！

73

夏44

62

12

0

0．3

3．6

24．1

47．5

20，5

4．O

～重，500　r
母子健康セソター

群
i，501～2，000 実数 ％

2，00i～2，500 翼 2 3．2 3 4．5 4 16．0 lO
6．3

馬
2・501～3・脚 1 20

32．3 1 里7

25．4 6
24．O 45

28．5
3，00L～3，昌oo 25

40．3 『　　夏 31
46．3

12
48．0 69

43．7

県
3，50正～4慶㏄0 k4

22．6 11
艮6．4 2 8．0 27

17．1

4，00正～ i 1．6 3
4．5 1 4．0 5 3．2

不　　　　　明 O 2 3・0 2 i．3

夏

！6

52

16

3

1

1，L

18．0

58，4

18．0

3．4

1L

　2　0．5

13　　3．2

91　22．4

202　49．8

81　20．0

16　　3．9

1　02

第11表　地区別新生児の異常の有無とその内容

1
2

3．．

　畢常なし

　異常あリ

ア　未熟児（低体重児）だった

イ　早産だった

ウ　仮死で生まれた
エ　うぶ声があがった後、酸素吸入や
　蘇生術をうけた
オ　お産のため赤ちゃんがけがを受けた

力黄疸が強かった
キ　医師の治療を要するほどの出血が
　 あった
ク　けいれんが起った
ケ嘔些が強かった（馨難腰とす）

コ　便が出なかった（出生後24時間以上）

サ　みかけ上の奇形があった

シ、医師に病気と診断された

ス　双生児であった

セ　死亡した

不　　　明
不　　　明

烏山（163）

実数

457

R42

52

42

18

25

12

42

2
4

12

2
6
5

9
0
i
5

％

75．7

23．5

8．6

7，0

3．0

4，1

2．0

7．0

0．3

O．7

2，0

0．3

1，0

0．8

1．5

．O．2

0．8

川越（437）

実数 ％

348

84

25

26

8
匠2

L
i7

5
1

3
0
1・

2

6
7
0
5

79．6

19，2

5．7

5，9

k．8

2．7

0．2

3，9

艮．1

0，2

0．7

0．2

0．5

1．4

1，6

E．2

・須坂（卯）

実数1％

375

31

14

7
7
7

2
7

3
1

4

5

0．

O

92．4

7．6

3．5

1．7

丘．7

1．7

0．5

1．7

0，2

O．7

0．2

1．0

1．2

群馬（里58）

実数

i37

真9

9
6

2

4

1

2

2

％

86，7

里2．0

5．7

6．8

皇．3

2．5

0．6

i．3

里，3

合　　計

実数

1，317

276

．100

　8皇

　33
46

ヒ5

70

7

5
16

％

2
n
8

2i

里2

1

12

82．1

17，2

6．2

5，0

2，監

2，9．

0．9

4．4

0．4

0，3

！．0

0．艮

0．7

0．5

』1』3

0，7

0．1

0．7
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宮崎他：分娩周辺期における母子の累急医療に関する研究

第12表分娩揚所別新生児の異常の有無とその内容

自等及び実
家

実数　％

診療所饒院及び病合計
笑数　　％　　実数　　％　　実数　　％

1．異常なし
L9

73．1 U5 91．3
655

83．7
528

78．8 i，317 82．皇

2，異常あり
7 26．9

io
7．9 皇21 15．5 重38 20．6

276
17．2

ア　未熟児だった 4 15．4
4 3．2

53
6．8

39 5．8
100 6．2

イ　早産だった 2 7．7 3 2．4
42 5．4

34 5．正
81

5．0

ウ　仮死で生まれた 2 皇．6
14

1．8
17

2．5
33 2．1

　　うぶ声があがった後、酸素吸入や工蘇生術をうけた

　お産のために赤ちゃんがけがをうけ

皇 0．8
27

3．4

．6

18

0
2．7

．5

46

5
2．9

．9

力　黄疸が強かった
2 L．6 17

2．2
51 7．6 70

4．4
　医師の治療を要するほどの出血がキ　　あった

L 0．1 6 0．9 7 0．4

ク　けいれんが起った
1 O．1 4 O．6 5 O．3

ヶ　嘔吐が強かった
7 O．9 9 夏．3

16 1．0

コ　便が出なかった
i O．1 1 0．1 2 0．1

サ　みかけ上の奇形があった
5 0．6 6 0．9

11 0．7

シ　医師に病気と診断された
5 0．6 3 O．4 8 o』5

ス　双生児であった
4 15．4

7 ●o．9 10 L．5 2隻 i．3

セ　死亡した
7 O．9 5 9．7

12 0．7

不　　　　明
1 0．1 1 0．1

3．不　　　闘
O 1 0．8 7 0．9 4 0．6

12 o．7

第13表　地区別新生児の異常の処置

烏山　　（163）　　川越　　（437） 須坂　（97） 群馬　（！58）　　合　　　　計

実剃％実数i％ 実剃％ 実数卜％　奥剃％

ア分娩場所で処置
　｛　a他施設の医師の
　　援助をうけた
　　飽施設の医師の
　b援助をうけなか
　　った
　c不　　　　　明

・イ．

ウ．

他施設に移送

不　　　　明

57　　40．夏 28　　33，3 23　　74．2 6　　31，6

／蕪i｛蕪ill卜／i｛1ili

17　　，12．0

68　　47．9

5 6．O

5重　　60，7

2 6．4

6　　19，4

3　　　15．8

10　　　52．6

H4　　4車．3

肌ili

27　　　9．8

135　　48，9

善・出血の予防及び治療、黄痘の予防及び治療、感染の

治療に主眼をおく新生児内科及び先天奇形に即応し得る

新生児外科が主体ということになろう。

　川越と須坂にだけ早期新生児死亡が見られていること

は検討を要するが、合計が0，7％であることを考える

と｛早期新生児死亡が乳児死亡のほぼ50％（47．9％）の

我が国の現状に照らせば、偶然のばらつきと考えてよい1

かも知れない。

　新生児の異常め有無とその内容を分娩場所別に表示し

たもめが第夏2表である。施設外の分娩に26．9％の異常が

見られており・双生児の如き・比較的娃娠中に気づかれ

やすい異常が含まれていることからだけマも、現在の妊

婦指導が万全でない’ことは結論できよう。

助産所・母子健康セソターで異常ありが7，9％、診療

所で工5．5％、病産院が20，6％であったのは、一応の妊婦』

指導の成果のようにも考えられるが、第13衷に見られる

よう比、病産院においてさえ、他施設への移送が必要だ

ったもゐが2，9％に見られているのである。他施設の医

師の援助を受けたもの6．5％を加える・と・分娩周辺期の

緊急医療における移送の問題が浮かびあがってくる。

第・3表鳳郷擁牛児の脚処置聯獅
しておく。　　　　 　　　
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第14表　分娩揚所別異常の処置

　ア，分娩揚所で処置

　a他施設の医師の援助をうけた
　　　　　　
　b他施設の医師の援助をうけなかった

　c不　　　　　　明

　イ，他施設に移送

ウ．不　　明

異常数合計

自宅及び実
家

実数

2

0

2

0

O

5

7

％

28．6

28．6

フ夏．4

助産所、母
子センター

笑数1 ％

2

1

夏

O

2

診　療　所

実数 1％

20．0　　　　48　　39．7

10．0

産0．O

20．Q

』6　6Q．0

10

7

3正

10

21

52

i2i

5．8

25．6

8，3

皇7．4

43。O

産院及び病
院

実数

62

9

19

34

4

72

L38

％

44．9

6．5

13．8

24．6

2．9

52，2

合　　計

実数1％

n4　41．3

17　　6．2

53　19．2

44　皇5．9

27　　9，8

135　48，9

276

結 論

　緊急医療は、じゅうぶんな予防医学及び治療医学の背

後にあって最後のとりで的役割り’ 果たすべきものであ

る。この点分娩周辺期における緊急医療でも例外ではな

い。今回の母子の医療に関する問題点の地域別調査で

は）地域によっては妊婦指灘にいま一段の努力が望まれ

る地域があった。妊婦指導の強化によって・現在の分娩

施設のままでも、利用者の満足が、かなりの程度に得ら

れることは、某大学によって、垂点的に指導管理されて

いる地域の調査かち推測された。

　最近の家族梅成や住宅出情は施設外での分娩を殆んど

不可能にしている、そうであれば、妊婦検診を厳重にし

て、予測される危急度に応じて、それに対処しうる施設

に入院させることが母性保健指導の重要な役割りになる

が、調査した総ての地域で、それがじゅうぶんに実施さ

れているとはいえなかった。

　母性保健指導がかなりよく行なわれていたと考えられ

る地域でも、緊急医療のために、他の施設に移送しなけ

れぱならない例がある程度あった。これは分娩周辺期の
医療の性質上やむを得ないごをであって、医療施設の人

的物的の拡充をはかる｝まか、Intensive　Care　Unitの設

置も考える必要があるかも知れない。

　（この研究は尾村偉久博士を班長とする分娩周辺期の

緊急医療に関する研究の分担研究として行なわれた）

Research　on　Emergent　Medical　Care　of　Mothers　and

Infan捻　in　perトparital　Priod

　Takehisa　Omuτa　et　a亙．

（N参tiQna1Chi艮dren’sH・sptal）

On　Local　Pfoblems　ab6ut　Mothers　and　Child　Medicine．

Dept．2　　Kanoo　M置yazaki　

Dept，3　　Tq即ino串uke　MatSushima

　　Tocollet㎞sic吻ゆenc・ぎP・rati・n、・ゆti・na旦sy聯・femerεe嘩tmedica夏りare。fm・thers

apすchild「¢n・autheドs§㌻ゆβ⑩edi開lp；・blgmsρfpe卿蜘1periQd・

　　耳temsst耳di動dwe；亀p悌e§紳n5tit“ti・り§・atwherebirthst。・kpla6e，whyth・sepla¢swer色

噸eゆywh・mbi欺pl3鯵・W¢r“chQs鴨QutcQmすs・fpぎe琴nanciestqm。thersandchiidren・・
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